
金
子
み
す
ゞ
の
童
謡

一
九

一
、
は
じ
め
に

近
年
、
金
子
み
す
ゞ
の
童
謡
作
品
に
対
す
る
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
作
品

を
文
学
的
に
論
じ
た
も
の
は
少
な
い
。
み
す
ゞ
が
童
謡
を
投
稿
し
、
活
躍
し
て
い

た
主
な
雑
誌
が
、
西
条
八
十
が
選
者
を
務
め
る
『
童
話
』
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
実

弟
で
あ
る
上
山
正
祐
の
証
言
及
び
日
記
、
み
す
ゞ
自
身
の
『
童
話
』
通
信
欄
に
寄

せ
た
文
章
等
か
ら
、
み
す
ゞ
が
八
十
を
慕
っ
て
詩
作
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
両
者
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る（
1
）。

し
か
し
、
み
す
ゞ
が
創
作
を
し
て
い
た
当
時
、
童
謡
を
掲
載
し
て
い
た
雑
誌
は

『
童
話
』
の
ほ
か
に
多
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
み
す
ゞ
の
生
家
及
び
親
類
は
書
店
を

営
ん
で
お
り
、容
易
に
書
籍
に
触
れ
る
こ
と
が
可
能
な
環
境
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

実
際
に
詩
作
す
る
上
で
は
『
童
話
』
以
外
の
雑
誌
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
は
大
正
の
童
謡
運
動
の
発
端
と
な
り
、
み
す
ゞ
と
同
時
代
の

読
者
た
ち
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
雑
誌
で
あ
る
。本
論
で
は
、み
す
ゞ

が
創
作
上
、
ど
の
よ
う
な
作
家
、
作
品
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
か
、
そ
の
一
端

を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
前
半
で
は
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
作
品
を
、
後

半
で
は
童
謡
・
詩
欄
の
選
者
と
し
て
『
赤
い
鳥
』
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
白
秋
の

作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
み
す
ゞ
作
品
と
比
較
し
、
関
係
性
を
考
え
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

二
、
み
す
ゞ
の
生
涯
と
み
す
ゞ
に
関
す
る
先
行
研
究

ま
ず
、
み
す
ゞ
の
生
涯
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。

金
子
み
す
ゞ
、本
名
金
子
テ
ル
。
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
四
月
十
一
日
、

山
口
県
大
津
郡
仙
崎
村
で
、
父
金
子
庄
太
郎
、
母
ミ
チ
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

二
歳
上
に
兄
賢
助
、
二
歳
下
に
弟
正
祐
（
み
す
ゞ
四
歳
の
時
、
上
山
松
蔵
・
フ
ジ

夫
妻
へ
養
子
に
出
さ
れ
る
。
フ
ジ
は
ミ
チ
の
妹
）
が
い
た
。
三
歳
の
時
、
父
庄
之

助
が
勤
め
先
（
上
山
文
英
堂
清
国
営
口
支
店
）
で
死
去
、
遺
族
は
仙
崎
で
金
子
文

英
堂
書
店
を
始
め
る
。
テ
ル
は
瀬
戸
崎
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
大
津
高
等
女
学

校
に
入
学
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
、
叔
母
フ
ジ
の
病
死
を
受
け
て
母
ミ
チ
が

上
山
松
蔵
と
再
婚
し
、
下
関
へ
移
住
し
た
た
め
、
テ
ル
は
祖
母
ウ
メ
、
兄
賢
助
と

金
子
み
す
ゞ
の
童
謡

―
雑
誌
『
赤
い
鳥
』・
北
原
白
秋
か
ら
の
影
響
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二
〇

の
三
人
暮
ら
し
と
な
る
。
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
、
賢
助
の
結
婚
を
機
に
テ

ル
も
下
関
の
上
山
文
英
堂
へ
移
住
。
上
山
文
英
堂
か
ら
十
分
ほ
ど
離
れ
た
商
品
館

内
の
上
山
文
英
堂
支
店
で
、店
番
と
し
て
働
き
始
め
る
。
こ
の
頃
か
ら
「
み
す
ゞ
」

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
童
謡
を
創
作
、
投
稿
を
始
め
る
。
同
年
九
月
、
作
品
が
『
童
話
』

『
婦
人
倶
楽
部
』『
婦
人
画
報
』『
金
の
星
』
の
四
誌
に
掲
載
さ
れ
、
西
条
八
十
の

高
い
評
価
を
受
け
る
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
、
上
山
文
英
堂
の
番
頭
宮
本

啓
喜
と
結
婚
、
翌
年
長
女
ふ
さ
え
誕
生
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
啓
喜
の
女

性
関
係
や
遊
郭
通
い
を
松
蔵
か
ら
咎
め
ら
れ
、
啓
喜
、
ふ
さ
え
と
と
も
に
上
山
文

英
堂
を
出
る
。
こ
の
こ
ろ
啓
喜
か
ら
淋
病
を
う
つ
さ
れ
、床
に
臥
し
が
ち
に
な
る
。

ま
た
啓
喜
か
ら
創
作
活
動
を
禁
じ
ら
れ
る
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
『
愛
誦
』

五
月
号
掲
載
の
「
夕
顔
」
を
最
後
に
、
作
品
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
昭
和
五

（
一
九
三
〇
）
年
、
啓
喜
と
離
婚
。
ふ
さ
え
と
共
に
上
山
家
に
戻
る
が
、
啓
喜
か

ら
三
月
十
日
に
ふ
さ
え
を
引
き
取
り
に
行
く
と
の
手
紙
が
届
く
。そ
の
三
月
十
日
、

上
山
文
英
堂
の
二
階
で
カ
ル
モ
チ
ン
を
飲
み
自
殺
。享
年
満
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

矢
崎
節
夫
編
『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）
が
世
に
出
た
の
は
、

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
み
す
ゞ
は
同
時
代
の
読
者
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず（
2
）、
死
後
長
い
間
世
に
知
ら
れ
ず
に
い
た
。

昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
、
全
集
編
者
の
矢
崎
が
与
田
準
一
編
『
日
本
童
謡

集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
）
に
一
編
だ
け
掲
載
さ
れ
て

い
た
み
す
ゞ
の
作
品
「
大
漁
」
を
読
ん
で
激
し
い
衝
撃
を
受
け
、
み
す
ゞ
に
つ
い

て
の
調
査
を
始
め
る
。
十
六
年
後
の
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
、
み
す
ゞ
の

実
弟
上
山
正
祐
（
雅
輔
）（3
）に
辿
り
着
く
。
正
祐
の
元
に
は
み
す
ゞ
手
書
き
の

手
帳
三
冊
（『
美
し
い
町
』『
空
の
か
あ
さ
ま
』『
さ
み
し
い
王
女
』）
が
遺
さ
れ
て

お
り
、
す
で
に
雑
誌
等
で
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
五
一
二
編
の
作

品（
4
）が
確
認
さ
れ
た
。『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』
は
こ
の
三
冊
が
底
本
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
こ
の
手
書
き
の
遺
稿
集
三
冊
は
、
同
じ
も
の
が
み
す
ゞ
自
身
に
よ
っ

て
八
十
に
も
送
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
作
家
の
有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
気
に
入
っ
た
詩
や
童
謡
を
み
す
ゞ
が
手

帳
に
書
き
写
し
編
集
し
た
『
琅
玕
集
』
も
同
時
に
矢
崎
が
正
祐
よ
り
借
り
受
け
た

が
、
こ
れ
は
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に
な
っ
て
金
子
み
す
ゞ
編
、
矢
崎
節
夫

監
修
と
し
て
上
下
巻
で
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
み
す
ゞ

の
娘
上
山
ふ
さ
え
の
元
に
遺
さ
れ
て
い
た
『
南
京
玉
』
は
、
三
歳
に
な
る
ふ
さ
え

の
「
片
言
の
お
し
ゃ
べ
り
」
を
み
す
ゞ
が
手
帳
に
採
録
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

み
す
ゞ
そ
の
人
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
矢
崎
節
夫
『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の

生
涯
』（
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）
が
、
み
す
ゞ
研
究
の

基
本
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。本
書
は
、み
す
ゞ
に
関
わ
り
の
あ
る
人
の
語
っ

た
思
い
出
を
採
録
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
の
正
祐

死
去
時
、
机
上
に
置
か
れ
て
い
た
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
昭
和
五

（
一
九
三
〇
）
年
ま
で
の
正
祐
の
日
記
を
も
と
に
、
矢
崎
が
み
す
ゞ
の
生
涯
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。特
に
正
祐
の
日
記
か
ら
は
、そ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
み
す
ゞ

の
半
生
の
多
く
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
み
す
ゞ
研
究
に
お
い
て
は
、
作
品
の
発
掘
や
伝
記
研
究
が
優
先

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
み
す
ゞ
作
品
自
体
を
対
象
と
し
た
研
究
が
少
な
い
こ

と
は
一
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
特
に
本
論
が
着
目
す
る
み
す
ゞ
の
創
作
上
の
材

源
に
つ
い
て
は
、
み
す
ゞ
「
お
と
む
ら
ひ
」
と
八
十
「
村
の
英
雄
」
と
の
影
響
関
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二
一

係
（
前
掲
矢
崎
『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』）
な
ど
、
師
で
あ
っ
た
八
十

の
作
品
と
の
類
似
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
は
、
み
す
ゞ
「
空
い
ろ
の
花
」

が
秋
野
道
夫
の
童
話
『
空
色
の
花
』（
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
四
月
『
婦
人

倶
楽
部
』）
の
「
花
に
変
身
す
る
少
女
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
借
り
て
創
作
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
す
る
藤
本
恵
論
文（
5
）、
み
す
ゞ
の
「
自
然
界
の
色
に
対
す
る
問

い
」
の
作
品
群
が
白
秋
「
赤
い
鳥
小
鳥
」
の
「
パ
ロ
デ
ィ
」
だ
と
す
る
藤
本
恵
論

文
（
詳
細
は
四
（
二
）
で
後
述
）（6
）、昔
話
を
も
と
に
し
て
作
っ
た
み
す
ゞ
の
「
お

は
な
し
の
う
た
」
と
白
秋
五
番
目
の
童
謡
集
『
花
咲
爺
さ
ん
』（
ア
ル
ス
社
、
大

正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
）
で
白
秋
が
試
み
た
「
昔
の
う
た
」
に
つ
い
て
、「
み
す
ゞ

が
昔
話
を
モ
チ
ー
フ
に
一
連
の
作
品
を
試
み
た
と
き
に
白
秋
の
作
品
が
全
く
意
識

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
」
と
述
べ
る
小
林
和
子
論
文（
7
）な
ど
に

と
ど
ま
る
。

三
、
み
す
ゞ
の
童
謡
作
品
と
『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
の
比
較

（
一
）『
赤
い
鳥
』
掲
載
の
童
謡
作
品
に
つ
い
て

こ
こ
で
、『
赤
い
鳥
』
と
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
童
謡
作
品
に
つ
い
て
、
大
正

期
の
童
謡
運
動
と
関
係
づ
け
な
が
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
赤
い
鳥
』
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
七
月
、
鈴
木
三
重
吉
に
よ
っ
て
創
刊

さ
れ
た
児
童
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
創
刊
号
巻
頭
に
、「
卑げ

び下
た
子
供
の
読
み
も
の
」

を
否
定
し
て
芸
術
的
な
香
気
に
溢
れ
る
童
話
作
品
を
子
供
に
与
え
る
「
一
大
区
画

的
運
動
」
を
起
こ
す
と
の
標モ
ッ
ト
ー

榜
語
を
掲
げ
、子
供
の
読
物
の
質
向
上
を
目
指
し
た
。

創
作
の
指
導
も
行
い
、
洋
画
家
山
本
鼎
の
選
に
よ
る
児
童
自
由
画
、
三
重
吉
選
に

よ
る
児
童
綴
り
方
、そ
し
て
白
秋
選
に
よ
る
児
童
自
由
詩
（
後
述
）
の
募
集
も
行
っ

て
、
教
育
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
創
刊
に
先
立
ち
、
三
重
吉
が
各
方
面

に
配
布
し
た
「
創
刊
に
際
し
て
の
プ
リ
ン
ト
」
に
は
、「
童
話
と
童
謡
を
創
作
す
る
、

最
初
の
文
学
的
運
動
を
起
こ
し
た
い
」
と
の
宣
言
が
あ
り
、「
童
謡
」
を
確
立
し

て
い
こ
う
と
す
る
三
重
吉
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
創
刊
号
の
巻
頭
を
飾
っ

た
作
品
は
、
白
秋
の
童
謡
「
り
す
〳
〵
小
栗
鼠
」
で
あ
っ
た
。

「
童
謡
」
と
い
う
言
葉
が
子
ど
も
の
歌
の
意
味
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
江
戸
時
代
で
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
頃
の
も
の
と
見
ら
れ
る
『
童
謡
集
』

な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
「
童
謡
」
と
い
う
言
葉
は

一
般
的
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
歌
は
「
唱
歌
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
う
が
普
通
で
あ
っ

た
。「
童
話
」
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
、
子
ど
も
の
た
め
の
芸
術
的
な
歌
と
し
て

の
「
童
謡
」
を
は
っ
き
り
と
位
置
づ
け
た
の
が
『
赤
い
鳥
』
だ
と
い
え
る（
8
）。

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
童
謡
は
、
白
秋
を
は
じ
め
と
し
た
作
家
の
も
の
ば

か
り
で
は
な
い
。

創
刊
号
の
「
創
作
童
謡
童
話
」
の
投
稿
規
定
に
は
、「
童
謡
は
北
原
白
秋
、
童

話
は
鈴
木
三
重
吉
が
選
抜
し
て
、
優
秀
な
も
の
両
三
編
づ
ゝ
を
紙
上
で
推
称
し
ま

す
。
十
回
以
上
推
称
さ
れ
た
方
は
立
派
な
作
家
と
し
て
待
遇
し
ま
す
。
童
謡
は

四
十
行
以
内
、童
話
は
二
十
字
詰
二
百
行
以
内
（
後
略
）」
と
あ
る
。
同
時
に
「
各

地
童
謡
伝
説
募
集
」
と
し
て
、
一
般
か
ら
各
地
に
伝
わ
る
童
謡
の
募
集
も
行
わ
れ

た
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
号
か
ら
は
「
推
称
」
が
「
推
奨
」
と
な
る
。

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
発
行
の
「
特
別
号
」
に
は
、
規
定
の
中
に
「
今
度

か
ら
、
少
年
少
女
諸
君
か
ら
も
別
に
童
話
と
童
謡
を
募
り
ま
す
。
何
で
も
勝
手
に

作
っ
て
、
ど
ん
〴
〵
お
よ
こ
し
な
さ
い
。
童
話
は
ど
ん
な
に
な
が
く
て
も
か
ま
ひ
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ま
せ
ん
。」
と
加
わ
る
。
こ
の
「
少
年
少
女
」
か
ら
の
作
品
が
実
際
に
掲
載
さ
れ

始
め
る
の
が
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
四
月
号
か
ら
で
、「
大
人
」
か
ら
の
投
稿

欄
で
あ
る
「
創
作
童
謡
」
欄
と
区
別
さ
れ
、「
少
年
自
作
童
謡
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。

以
後
、「
少
年
少
女
」
か
ら
の
投
稿
作
品
と
「
大
人
」
か
ら
の
投
稿
作
品
は
、
投

稿
規
定
、
掲
載
欄
と
も
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
十
一
月
号
よ
り
、「
少
年
自
作
童
謡
」
欄
が
主
に
「
自

作
児
童
自
由
詩
」
欄
と
い
う
呼
称
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
前
年

中
頃
か
ら
盛
り
上
が
り
始
め
て
い
た
児
童
自
由
詩
は
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
り
、

『
赤
い
鳥
』
は
児
童
文
学
教
育
の
基
盤
作
り
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、「
そ
れ
と
同

時
に
、『
赤
い
鳥
』
創
刊
以
来
二
年
、
よ
う
や
く
開
花
期
を
迎
え
た
、
大
人
の
童

謡
の
方
は
、
そ
の
あ
お
り
を
食
っ
て
、
折
角
咲
き
出
で
よ
う
と
し
た
花
が
、
蕾
の

ま
ま
に
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
。」（9
）。『
お
と
ぎ
の
世
界
』『
金
の
船
』『
童
話
』
な

ど
、『
赤
い
鳥
』
の
対
抗
雑
誌
が
揃
っ
て
成
長
し
、『
婦
人
公
論
』『
現
代
』『
婦
人

倶
楽
部
』
な
ど
の
一
般
向
け
雑
誌
や
、『
読
売
新
聞
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
新
聞

も
童
謡
を
載
せ
る
中
で
、『
赤
い
鳥
』
は
、
大
人
の
童
謡
作
品
が
一
編
も
載
ら
な

い
月
が
あ
る
な
ど
、「
少
年
少
女
」
に
よ
る
「
自
由
詩
」
一
辺
倒
に
な
っ
て
い
く
。

白
秋
は
た
び
た
び
通
信
欄
で
大
人
の
作
品
は
「
だ
め
」
だ
と
繰
り
返
し
、
子
ど
も

に
負
け
ず
盛
り
返
し
て
欲
し
い
旨
を
伝
え
て
い
る
が
、
良
い
新
人
は
育
た
な
か
っ

た
。な

お
、「
詩
」
と
「
童
謡
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、『
赤
い
鳥
』
で
は
両
者
が
厳

密
に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
先
に
大
正
一
〇

（
一
九
二
一
）
年
十
一
月
号
よ
り
「
少
年
自
作
童
謡
」
が
「
自
作
児
童
自
由
詩
」

と
い
う
呼
称
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
白
秋
は
、

翌
月
十
二
月
号「
通
信
」欄「
募
集
童
謡
に
つ
い
て
」で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
童

謡
の
ほ
う
が
少
い
の
で
仕
方
な
し
に
区
別
し
な
い
で
、
自
由
詩
の
名
の
下
に
集
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
を
い
ふ
と
、
童
謡
は
童
謡
、
自
由
詩
は
自
由
詩
と
区
別
し

て
別
々
に
掲
載
し
た
い
の
で
す
（
中
略
）
来
月
あ
た
り
か
ら
二
つ
に
分
け
ま
す
。

そ
の
つ
も
り
で
童
謡
と
か
自
由
詩
と
か
書
い
て
送
つ
て
ほ
し
い
の
で
す
」。
し
か

し
、
翌
年
二
月
号
に
な
る
と
、「
な
ほ
こ
れ
か
ら
子
供
達
の
は
自
由
詩
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
ま
す
。
在
来
童
謡
風
の
も
の
が
あ
つ
て
も
か
ま
は
ず
に
、
こ
の
な
か
に
入

れ
ま
す
。区
別
す
る
の
が
本
人
に
も
む
ず
か
し
い
だ
ら
う
と
思
ふ
か
ら
で
す
。」と
、

両
者
を
区
別
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
以
降
、「
少
年
少
女
」
の
投
稿
規

定
は
「
自
由
詩
」
募
集
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、「
大
人
」
か
ら
の
投
稿
に
つ
い
て
は
、「
大
人
た
ち
の
は
、（
峠
田
注
・

自
由
詩
よ
り
も
）
童
謡
の
方
面
の
を
歓
迎
し
ま
す
。」（
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
一
月
号
）、「（
峠
田
注
・
童
謡
は
）
た
ゞ
子
供
の
自
由
詩
と
は
ち
が
ふ
し
主
と

し
て
歌
ふ
も
の
と
し
て
作
す
る
必
要
が
あ
」
る
こ
と
、
そ
の
た
め
「
童
謡
作
家
は

先
づ
自
分
の
詩
が
立
派
に
出
来
得
る
人
に
お
な
り
な
さ
い
。
童
謡
は
そ
れ
か
ら
で

す
。」（
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
二
月
号
）
な
ど
と
述
べ
、
両
者
を
区
別
す
る

発
言
を
し
て
い
る
が
、
実
際
の
投
稿
欄
を
見
る
と
「
童
謡
と
詩
」（
大
正
十
三

（
一
九
二
四
）
年
十
二
月
号
な
ど
）
と
題
さ
れ
、「
詩
」
と
「
童
謡
」
の
区
別
な
く

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
号
か

ら
は
「
童
詩
と
童
謡
」
と
い
う
よ
う
に
、
欄
題
名
に
子
供
向
け
の
詩
を
意
味
す
る

「
童
詩
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
も
「
童
謡
」
と
区
別
せ
ず
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
投
稿
規
定
を
見
る
と
、
創
刊
号
か
ら
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
六
月
号

ま
で
は
「
童
謡
」
募
集
（
う
ち
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
年
十
一
月
号
の
み
「
自
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謡

二
三

由
詩
」
募
集
）
と
し
、
同
年
七
月
号
か
ら
は
「
自
由
詩
」「
童
謡
」
を
両
者
明
記

し
て
募
集
し
て
い
る
。

従
っ
て
本
論
で
は
、
北
原
白
秋
を
は
じ
め
と
し
た
文
壇
作
家
の
童
謡
作
品
を
掲

載
す
る
頁
、「
少
年
少
女
」
が
投
稿
し
た
「
自
由
詩
」「
童
謡
」
を
掲
載
す
る
頁
、「
大

人
」
が
投
稿
し
た
「
童
謡
」「
詩
」「
自
由
詩
」「
童
詩
」
を
掲
載
す
る
頁
を
す
べ

て
調
査
対
象
と
し
、
み
す
ゞ
の
作
品
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
二
）『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
み
す
ゞ
作
品
に
つ
い
て

『
赤
い
鳥
』に
掲
載
さ
れ
た
み
す
ゞ
の
作
品
は
、「
田
舎
」（
大
正
十
三（
一
九
二
四
）

年
一
〇
月
号
）、「
入
船
出
船
」（
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
一
月
号
）、「
仔べ
え
こ牛
」

（
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
二
月
号
）
の
三
編
に
過
ぎ
な
い
。
み
す
ゞ
の
生
前

に
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
合
計
数
が
七
十
八
編（
10
）で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
極
端
に
少
な
い
。
先
に
述
べ
た
通
り
、み
す
ゞ
が
詩
作
を
行
っ
て
い
た
時
期（
大

正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
〜
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
頃
）、
既
に
選
者
白
秋
の

興
味
は
「
少
年
少
女
」
に
よ
る
「
自
由
詩
」
に
移
っ
て
お
り
、
み
す
ゞ
が
『
赤
い

鳥
』
へ
の
投
稿
を
控
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
逆
に
『
赤
い
鳥
』

に
掲
載
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月
か
ら
十
五

（
一
九
二
六
）
年
三
月
は
八
十
の
渡
仏
の
時
期
に
当
た
り
、『
童
話
』
の
投
稿
詩
人

た
ち
の
多
く
が
『
赤
い
鳥
』
に
移
っ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
も
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う（
11
）。
み
す
ゞ
も
仲
間
の
投
稿
詩
人
た
ち
に
誘
わ
れ
、
こ
の
時
期
に
限
っ

て
は
『
赤
い
鳥
』
に
投
稿
を
試
み
た
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
み
す
ゞ
の
創
作
時
期

三
冊
の
遺
稿
集
に
収
録
さ
れ
た
作
品
の
創
作
時
期
、
及
び
作
品
数
は
次
の
通
り

で
あ
る
（
前
掲
『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』
に
拠
る
）。

『
美
し
い
町
』　　

　

  

大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
か
ら
大
正
十
三（
一
九
二
四
）年
。

百
七
十
二
編
。

『
空
の
か
あ
さ
ま
』　

  

大
正
十
三（
一
九
二
四
）年
か
ら
大
正
十
四（
一
九
二
五
）年
。

　
　
　
　
　
　
　
　

百
七
十
八
編
。

『
さ
み
し
い
王
女
』　

  

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
か
ら
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

年
頃
。

　
　
　
　
　
　
　
　

百
六
十
二
編
。

み
す
ゞ
手
書
き
の
遺
稿
集
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
創
作
さ
れ
た
年
月
日
が
書

か
れ
て
お
ら
ず
、雑
誌
掲
載
の
時
期
か
ら
矢
崎
が
推
察
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
発
表
さ
れ
た
作
品
が
『
美
し
い
町
』
や
『
空
の
か

あ
さ
ま
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
必
ず
し
も
作
品
が
で
き
た
順
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
大
ま
か
に
時
系
列
に
沿
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
た
め
、
本
論
で
は
右
を
創
作
時
期
と
し
て
採
用
す
る
。

（
四
）
分
析
結
果

み
す
ゞ
の
童
謡
作
品
と
『
赤
い
鳥
』
の
掲
載
作
品
を
比
較
し
、
類
似
点
が
見
ら

れ
る
作
品
を
以
下
に
挙
げ
て
い
く
。
み
す
ゞ
の
童
謡
作
品
は『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』

（
前
掲
）
に
よ
り
、『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
は
日
本
近
代
文
学
館
編
『
赤
い
鳥　

復
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四

刻
版
』（
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
）
に
拠
っ
た
。
引
用
に

際
し
て
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。「
／
」
は
改
行
を

示
す
。

①
西
条
八
十
「
蝶
々
」
と
み
す
ゞ
「
七
夕
の
笹
」

八
十
の
「
蝶
々
」
は
『
赤
い
鳥
』
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
号
が
初
出
で

あ
る
。
以
後
、み
す
ゞ
生
前
に
は
『
赤
い
鳥
の
本　

第
三
冊　

鸚
鵡
と
時
計
』（
赤

い
鳥
社
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
三
月
）、『
西
条
八
十
童
謡
全
集
』（
新
潮
社
、

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
）
に
掲
載
。
掲
載
雑
誌
間
に
お
け
る
異
同
は
見

ら
れ
な
い
。

「
七
夕
の
笹
」
は
『
美
し
い
町
』
に
所
収
。
雑
誌
発
表
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

創
作
時
期
は
前
述
の
よ
う
に
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
か
ら
大
正
十
三

（
一
九
二
四
）
年
の
間
と
推
察
さ
れ
る
。

　

八
十
「
蝶
々
」

　

  

旅
商
人
の
／
蝙
蝠
傘
に
、
／
蝶
々
が
ひ
と
つ
／
と
ま
つ
た
。
／
／
海
岸
町
の

／
昼
日
な
か
、
／
黄
い
ろ
い
翅
を
／
す
り
あ
は
せ
、
／
蝶
々
は
と
ろ
り
／
ひ

と
ね
い
り
。
／
／
旅
商
人
は
／
船
に
の
る
。
／
船
は
ど
こ
ゆ
き
／
印
度
ゆ
き
。

／
／
赤
い
煙
突
／
ぼ
う
と
鳴
り
や
、
右
も
左
も
青
い
海
。
／
／
椰
子
の
葉
か

げ
に
／
月
が
出
て
、
／
知
ら
ぬ
他
国
で
／
目
を
さ
ま
す
。
／
蝶
々
の
こ
ゝ
ろ

は
寂
し
か
ろ
。

　

み
す
ゞ
「
七
夕
の
笹
」

　

  

み
ち
を
忘
れ
た
子
雀
が
／
浜
で
み
つ
け
た
小
笹
藪
。
／
／
五
色
き
れ
い
な
短

冊
は
、
／
藪
の
ま
つ
り
か
、
う
れ
し
い
な
。
／
／
か
さ
こ
そ
も
ぐ
つ
た
藪
の

な
か
、
／
す
や
す
や
ね
ん
ね
、
そ
の
う
ち
に
、
／
お
宿
は
海
へ
な
が
れ
ま
す
。

／
／
海
に
し
づ
か
な
日
が
暮
れ
り
や
、
／
き
の
ふ
の
ま
ま
の
天
の
川
。
／
／

や
が
て
し
ら
じ
ら
夜
が
あ
け
て
、
／
海
の
最
中
で
眼
を
さ
ま
す
、
／
／
か
は

い
子
雀
、
か
な
し
か
ろ
。

ど
ち
ら
も
ま
だ
明
る
い
昼
間
の
う
ち
に
、蝶
々
は
「
蝙
蝠
傘
」
を
、子
雀
は
「
小

笹
藪
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
見
つ
け
て
休
む
こ
と
に
す
る
。
蝶
々
は
「
と
ろ
り
／
ひ
と

ね
い
り
」
し
、
子
雀
は
「
す
や
す
や
ね
ん
ね
」
す
る
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
も
眠
っ

て
い
て
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
陸
を
離
れ
て
海
へ
出
て
し
ま
う
。
目
を
覚
ま
す

と
、
蝶
々
も
子
雀
も
本
人
た
ち
が
知
ら
な
い
世
界
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
状
況

を
作
者
が
そ
れ
ぞ
れ
「
寂
し
か
ろ
」（
八
十
）、「
か
な
し
か
ろ
」（
み
す
ゞ
）、
と

見
て
作
品
が
結
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
類
似
と
と
も

に
、
結
末
部
分
は
特
に
、

「
椰
子
の
葉
か
げ
に
／
月
が
出
て
、
／
知
ら
ぬ
他
国
で
／
眼
を
さ
ま
す
、
／
蝶
々

の
こ
ゝ
ろ
は
寂
し
か
ろ
。」「
や
が
て
し
ら
じ
ら
夜
が
あ
け
て
、
／
海
の
最
中
で
眼

を
さ
ま
す
、
／
か
は
い
子
雀
、
か
な
し
か
ろ
。」

と
、
使
わ
れ
て
い
る
語
、
リ
ズ
ム
共
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

影
響
関
係
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

「
蝶
々
」
か
ら
「
七
夕
の
笹
」
へ
の
大
き
な
変
更
点
は
、「
蝶
々
」
が
「
海
岸
町
」

の
ど
こ
か
で
「
蝙
蝠
傘
」
を
見
つ
け
た
の
に
対
し
「
子
雀
」
は
「
浜
」
で
「
小
笹
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藪
」
を
見
つ
け
て
い
る
こ
と
と
、
眼
が
覚
め
た
場
所
を
「
知
ら
ぬ
他
国
」
で
は
な

く
「
海
の
最
中
」
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
み
す
ゞ
は
漁
港
の

あ
る
仙
崎
村
、
下
関
で
生
ま
れ
育
ち
、
生
涯
こ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、「
海
」

を
舞
台
と
し
た
多
く
の
作
品
を
作
り
上
げ
た
。
八
十
の
「
蝶
々
」
に
惹
か
れ
、「
子

雀
」
に
起
こ
る
出
来
事
を
「
浜
」「
海
」
の
中
だ
け
で
完
結
さ
せ
た
の
が
「
七
夕

の
笹
」
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

②
服
部
清
一
「
秋
」
と
み
す
ゞ
「
忙
し
い
空
」

服
部
清
一
（
愛
知
県
海
部
郡
弥
富
尋
常
小
学
校
五
年
生
）
の
「
秋
」
は
投
稿
作

品
で
、『
赤
い
鳥
』
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
号
に
「
推
奨
自
由
詩
」
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
忙
し
い
空
」
は
「
七
夕
の
笹
」「
秋
の
お
た
よ
り
」
と
同
じ
く
、『
美
し
い
町
』

に
所
収
。
雑
誌
発
表
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

服
部
清
一
「
秋
」

　

秋
は
い
そ
が
し
い
ぞ
、
／
雲
ま
で
あ
わ
て
ゝ
ゐ
る
。

　

み
す
ゞ
「
忙
し
い
空
」

　

  

今
夜
は
お
空
が
い
そ
が
し
い
、
／
雲
が
ど
ん
ど
と
駈
け
て
ゆ
く
。
／
／
半
か

け
お
月
さ
ん
と
ぶ
つ
か
つ
て
、
／
そ
れ
で
も
知
ら
ず
に
駈
け
て
ゆ
く
。
／
／

子
雲
が
う
ろ
う
ろ
、
邪
魔
つ
け
だ
、
／
あ
と
か
ら
大
雲
、
お
つ
か
け
る
。
／

／
半
か
け
お
月
さ
ん
も
雲
の
な
か
、
／
す
り
ぬ
け
、
す
り
ぬ
け
、
駈
け
て
ゆ

く
。
／
／
今
夜
は
お
空
が
い
そ
が
し
い
、
／
ほ
ん
と
に
、
ほ
ん
と
に
、
忙
し

い
。

第
一
に
、
ど
ち
ら
も
「
空
」
の
様
子
が
描
か
れ
、
そ
こ
で
「
雲
」
が
急
い
で
い

る
と
い
う
表
現
が
共
通
点
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
共
に
「
雲
」
と
い
う
無
生

物
が
「
あ
わ
て
ゝ
ゐ
る
」（「
秋
」）「
ど
ん
ど
と
駈
け
て
ゆ
く
」（「
忙
し
い
空
」）

と
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
季
節
が
共
に
秋
で
あ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
本
章
の
（
三
）
で
述
べ

た
通
り
、
遺
稿
集
に
お
け
る
み
す
ゞ
の
作
品
は
、
創
作
し
た
順
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
と
推
察
さ
れ
る
。
み
す
ゞ
の
「
忙
し
い
空
」
は
、『
美
し
い
町
』
に
お
い
て
、「
博

多
人
形
」（「
こ
ほ
ろ
ぎ
が
／
な
い
て
ゐ
る
、
／
夜
ふ
け
の
街
の
／
芥
箱
に
。（
後

略
）」）
↓
「
忙
し
い
空
」
↓
「
秋
日
和
」（「
お
天
気
、
お
天
気
、
／
川
辺
の
梢
で
、

／
も
ず
き
ち
高
啼
く
。
／
／
乾
い
た
、
乾
い
た
、
／
刈
田
の
掛
稲
。（
後
略
）」）

と
い
う
配
列
で
あ
っ
た
。「
博
多
人
形
」「
秋
日
和
」
共
に
秋
の
情
景
を
描
い
た
作

品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
忙
し
い
空
」
も
秋
の
空
を
描
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
言
え
る
。

服
部
清
一
は
「
雲
」
ま
で
「
あ
わ
て
ゝ
ゐ
る
」
と
書
く
こ
と
で
「
秋
」
と
い
う

季
節
の
「
い
そ
が
」
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
の
に
対
し
、
み
す
ゞ
は
「
雲
」
が
せ

わ
し
な
く
動
い
て
い
く
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
描
く
こ
と
で
「
空
」
の
「
忙
し
」
さ
を

表
現
し
た
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
こ
の
点
が
み
す
ゞ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
言

え
る
。
服
部
の
「
秋
」
は
非
常
に
短
い
作
品
で
あ
る
た
め
、
影
響
関
係
を
論
じ
る

の
は
難
し
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
類
似
点
は
看
過
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
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（
五
）
ま
と
め

こ
れ
ま
で
師
弟
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
八
十
と
み
す
ゞ
の
関
係
に
加
え
、
具

体
的
な
作
品
レ
ベ
ル
で
の
共
通
点
が
、
八
十
「
蝶
々
」
と
み
す
ゞ
「
七
夕
の
笹
」

に
も
見
出
せ
た
。

さ
ら
に
、
服
部
清
一
「
秋
」
と
み
す
ゞ
「
忙
し
い
空
」
の
間
に
も
共
通
点
が
確

認
で
き
た
。
既
に
詩
壇
で
活
躍
し
て
い
る
詩
人
た
ち
か
ら
だ
け
で
な
く
、
一
般
読

者
に
よ
る
投
稿
作
品
欄
ま
で
く
ま
な
く
目
を
通
し
、
自
ら
の
詩
作
の
糧
と
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
っ
た
の
は
興
味
深
い
。

四
、
み
す
ゞ
と
北
原
白
秋
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て

こ
こ
か
ら
は
、
み
す
ゞ
の
童
謡
と
北
原
白
秋
と
の
関
連
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
一
）
北
原
白
秋
「
山
か
ら
来
た
馬
」
と
み
す
ゞ
「
町
の
馬
」

白
秋
の
「
山
か
ら
来
た
馬
」
は
『
赤
い
鳥
』
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
十
一

月
号
が
初
出
。
以
後
、
み
す
ゞ
生
前
に
は
『
花
咲
爺
さ
ん
』（
ア
ル
ス
社
、
大
正

十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
雑
誌
間
に
お
け
る
異

同
は
見
ら
れ
な
い
。

「
町
の
馬
」
は
、「
七
夕
の
笹
」「
忙
し
い
空
」
と
同
様
、『
美
し
い
町
』
に
所
収
。

雑
誌
発
表
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

白
秋
「
山
か
ら
来
た
馬
」

　

  

山
か
ら
来
た
馬
さ
び
し
さ
う
、
／
尾
を
ふ
り
尾
を
ふ
り
つ
ま
ら
な
さ
う
。
／

／
山
か
ら
来
た
馬
、
白
の
馬
、
／
酒
屋
の
お
門か
ど

は
日
が
長
い
。
／
／
山
か
ら

来
た
馬
か
は
い
さ
う
、
／
遊
ん
で
お
や
り
よ
、
町
の
馬
。
／
／
山
か
ら
来
た

馬
、
町
の
馬
、
／
鬣
す
り
つ
け
う
れ
し
さ
う
。
／
／
山
か
ら
来
た
馬
荷
を
つ

け
た
、
／
あ
あ
、
も
う
日
暮
だ
、
灯
が
つ
い
た
。
／
／
山
か
ら
来
た
馬
、
お

か
へ
り
か
、
／
う
し
ろ
を
向
き
向
き
ま
だ
行
か
ぬ
。
／
／
山
か
ら
来
た
馬
さ

び
し
さ
う
、
／
送
つ
て
お
い
で
よ
、
町
の
馬
。
／
／
山
か
ら
来
た
馬
、
町
の

馬
、
／
月
夜
の
麓
は
ま
だ
遠
い
。

　

み
す
ゞ
「
町
の
馬
」

　

  

山
の
お
馬
は
／
酒
屋
の
か
ど
に
、
／
町
の
お
馬
は
／
魚
屋
の
ま
へ
に
。
／
／

山
の
お
馬
は
／
い
そ
い
そ
か
へ
る
、
／
積
荷
お
ろ
し
て
／
山
へ
と
か
へ
る
。

／
／
町
の
お
馬
は
／
か
な
し
い
馬
よ
、
／
お
さ
か
な
積
ん
で
／
遠
い
遠
い
町

へ
／
叱
ら
れ
、
叱
ら
れ
、
／
曳
い
て
く
馬
よ
。

両
者
の
一
番
の
類
似
点
は
、「
山
か
ら
来
た
馬
」（
白
秋
）「
山
の
お
馬
」（
み
す
ゞ
）

と
「
町
の
馬
」（
白
秋
）「
町
の
お
馬
」（
み
す
ゞ
）
と
を
登
場
さ
せ
、
山
の
馬
と

町
の
馬
の
二
頭
を
対
比
さ
せ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。「
馬
」
に
対
し
て
と

も
に
「
さ
び
し
さ
う
」「
つ
ま
ら
な
さ
う
」「
か
は
い
さ
う
」（
白
秋
）「
か
な
し
い
」

（
み
す
ゞ
）
と
い
う
憐
れ
み
の
感
情
で
捉
え
て
い
る
点
も
共
通
す
る
。

ま
た
、
使
用
語
彙
を
見
る
と
、「
山
か
ら
来
た
馬
」「
山
の
お
馬
」
が
共
に
「
酒

屋
の
お
門
」（
白
秋
）「
酒
屋
の
か
ど
」（
み
す
ゞ
）
に
い
る
と
い
う
描
写
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

た
だ
し
、「
山
か
ら
来
た
馬
」か
ら
の
視
点
で
創
作
し
た
白
秋
に
対
し
て
、み
す
ゞ
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は
「
町
の
馬
」
か
ら
の
視
点
へ
と
転
換
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
み
す
ゞ
の
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
見
え
る
。「
山
の
お
馬
」
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
目
に
す
る
こ
と
の

多
い
「
町
の
馬
」
へ
の
感
情
を
メ
イ
ン
に
描
く
ほ
う
が
、
思
い
を
込
め
や
す
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
二
）
白
秋
「
赤
い
鳥
小
鳥
」

み
す
ゞ
の
作
品
に
は
、「
自
然
界
の
色
に
対
す
る
問
い
」
を
作
品
化
し
た
も
の

が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
作
品
は
、
二
で
触
れ
た
藤
本
恵
が
、
白
秋
の
「
赤
い
鳥

小
鳥
」（
初
出
『
赤
い
鳥
』
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
〇
月
号（
12
））
の
「
パ

ロ
デ
ィ
」で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る（
13
）。
白
秋「
赤
い
鳥
小
鳥
」と
み
す
ゞ

「
空
の
色
」、
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
藤
本
の
指
摘
を
以
下
に
挙
げ
る
。

　

  

白
秋
「
赤
い
鳥
小
鳥
」（『
赤
い
鳥
』
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
〇
月
号
よ

り
引
用
）

　

  

赤
い
鳥
、
小
鳥
、
／
な
ぜ
〳
〵
赤
い
、
／
赤
い
実
を
た
べ
た
。
／
／
白
い
鳥
、

小
鳥
、
／
な
ぜ
〳
〵
白
い
、
白
い
実
を
食
べ
た
。
／
／
青
い
鳥
、
小
鳥
、
／

な
ぜ
〳
〵
青
い
、
青
い
実
を
た
べ
た
。

　

み
す
ゞ
「
空
の
色
」（『
美
し
い
町
』
所
収
、
雑
誌
発
表
な
し
）

　

  

海
は
、
海
は
、
な
ぜ
青
い
。
／
そ
れ
は
お
空
が
映
る
か
ら
。
／
／
空
の
く
も

つ
て
ゐ
る
と
き
は
、
／
海
も
く
も
つ
て
み
え
る
も
の
。
／
／
夕
焼
け
、
夕
焼

け
、
な
ぜ
あ
か
い
。
／
そ
れ
は
夕
日
が
あ
か
い
か
ら
。

　

  

／
／
だ
け
ど
お
昼
の
お
日
さ
ま
は
、
／
青
か
な
い
の
に
、
な
ぜ
青
い
。
／
／

空
は
、
空
は
、
な
ぜ
青
い
。

藤
本
論
文

（
峠
田
注
・「
空
の
色
」
に
対
し
て
）「
な
ぜ
」
と
い
う
問
い
に
「
〜
か
ら
」
と

い
う
答
え
を
与
え
る
、
と
い
う
第
三
連
ま
で
の
形
式
は
「
赤
い
鳥
、
小
鳥
」
と
同

じ
で
あ
る
。
し
か
し
第
四
連
、
最
後
の
問
い
に
は
答
え
が
与
え
ら
れ
な
い
。
…
…

（
中
略
）
…
…
自
然
界
に
対
す
る
問
い
は
、「
赤
い
桑
の
実
／
た
べ
な
が
ら
、
／
／

私
は
く
ろ
く
／
日
に
や
け
る
。」（
峠
田
注
・「
桑
の
実
」『
美
し
い
町
』
所
収
）、「
紺

の
夜
ぞ
ら
に
／
う
か
ん
で
、
／
／
白
い
月
は
な
ぜ
白
い
。」（
峠
田
注
・「
貝
と
月
」

『
さ
み
し
い
王
女
』
所
収
）
と
持
続
さ
れ
、「
不
思
議
」（
峠
田
注
・『
さ
み
し
い
王

女
』
所
収
）
に
結
晶
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
問
い
と
そ
れ
に
対
す
る
答
え
と
い
う

完
結
性
を
持
っ
た
「
赤
い
鳥
」
形
式
は
放
棄
さ
れ
、
問
い
だ
け
が
「
不
思
議
」
と

い
う
言
葉
で
定
位
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
空
の
色
や
生
物
の
体
色
と
い
う
個
々
の
事

象
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
き
た
疑
問
は
、
最
後
に
「
誰
に
き
い
て
も
」「
あ
た
り

ま
へ
」
な
こ
と
―
常
識
―
に
対
す
る
疑
問
へ
と
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
…
…
（
中

略
）
…
…
既
成
の
言
語
体
系
が
な
け
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
た
な

い
の
と
同
様
に
、
白
秋
の
形
式
が
な
け
れ
ば
、
み
す
ゞ
の
童
謡
は
成
立
し
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

藤
本
が
挙
げ
た
作
品
は
「
自
然
界
の
色
に
対
す
る
問
い
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
ほ
か
に
、み
す
ゞ
が
「
色
」
に
対
す
る
問
い
を
作
品
化
し
た
も
の
に
、「
私

の
髪
の
」（『
さ
み
し
い
王
女
』
所
収
、
雑
誌
発
表
な
し
）
が
あ
る
。
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「
私
の
髪
の
」

　
  

私
の
髪
の
光
る
の
は
、
い
つ
も
母
さ
ま
、
撫
で
る
か
ら
。
／
／
私
の
お
鼻
の

低
い
の
は
、
／
い
つ
も
私
が
鳴
ら
す
か
ら
。
／
／
私
の
エ
プ
ロ
ン
の
白
い
の

は
、
／
い
つ
も
母
さ
ま
、
洗
ふ
か
ら
。
／
／
私
の
お
色
の
黒
い
の
は
、
／
私

が
煎
豆
た
べ
る
か
ら
。

こ
の
作
品
で
は
「
赤
い
鳥
小
鳥
」
形
式
の
よ
う
な
、
不
思
議
を
「
問
」
う
こ
と

が
放
棄
さ
れ
、「
答
え
」
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
私
の
お
色
の
黒
い

の
は
、
／
私
が
煎
豆
た
べ
る
か
ら
。」
と
い
う
表
現
は
〈
赤
い
鳥
は
赤
い
実
を
食

べ
た
か
ら
赤
い
〉
と
い
う
発
想
と
全
く
同
様
で
あ
り
、
影
響
が
指
摘
で
き
る
。

（
三
）
白
秋
と
み
す
ゞ
「
不
思
議
」・
平
田
松
之
助
「
不
思
議
」・
紅
屋
小
澄

「
石じ
や
く
ろ
う榴」

こ
こ
で
は
、
前
節
（
二
）
を
ふ
ま
え
、
と
く
に
み
す
ゞ
「
不
思
議
」
と
そ
の
影

響
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

平
田
松
之
助
（
茨
城
県
結
城
郡
石
下
尋
常
小
学
校
六
年
生
）
の
「
不
思
議
」
は

投
稿
作
品
で
、『
赤
い
鳥
』
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
五
月
号
に
「
推
奨
」
と
し

て
掲
載
。
紅
屋
小
澄
（
作
者
の
詳
細
不
明
。「
大
阪
」
と
の
記
載
あ
り
）
の
「
石
榴
」

も
投
稿
作
品
で
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
不
思
議
」
は
『
さ
み
し
い
王
女
』
に
所
収
。
雑
誌
発
表
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

前
述
の
よ
う
に
、
創
作
時
期
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
か
ら
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
年
頃
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

平
田
松
之
助
「
不
思
議
」

　

私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、
／
り
ん
ご
が
日
向
に
こ
ろ
げ
て
た
。

　

紅
屋
小
澄
「
石
榴
」

　

  

じ
や
く
ら
う
は
、
／
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、
／
／
何
と
大
勢
の
／
神
様
だ
。

／
／
そ
れ
が
み
ん
な
／
光
つ
て
い
る
。
／
／
あ
れ
は
き
つ
と
、
／
小
人
の
神

様
だ
。

　

み
す
ゞ
「
不
思
議
」

　

  

私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、
／
黒
い
雲
か
ら
ふ
る
雨
が
、
／
銀
に
ひ
か
つ

て
ゐ
る
こ
と
が
。
／
／
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、
／
青
い
桑
の
葉
た
べ

て
ゐ
る
、
／
蚕
が
白
く
な
る
こ
と
が
。
／
／
私
は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、

／
た
れ
も
い
ぢ
ら
ぬ
夕
顔
が
、
／
ひ
と
り
で
ぱ
ら
り
と
開
く
の
が
。
／
／
私

は
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
、／
誰
に
き
い
て
も
笑
つ
て
て
／
あ
た
り
ま
へ
だ
、

と
い
ふ
こ
と
が
。

平
田
松
之
助
「
不
思
議
」
が
掲
載
さ
れ
た
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
五
月
号
巻

末
の
「
通
信
」
欄
「
募
集
童
謡
に
つ
い
て
」
で
、白
秋
は
「
平
田
君
の
「
不
思
議
」

か
う
い
ふ
心
が
だ
い
じ
で
す
。
何
に
で
も
驚
い
て
ハ
ツ
と
す
る
こ
の
心
も
ち
が
大

人
に
な
つ
て
も
な
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
え
ら
い
人
で
す
。
林
檎
が
日
向

に
こ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
、
全
く
不
思
議
で
す
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
非
常
に
短
い
こ

と
も
あ
り
、
影
響
関
係
を
論
じ
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
私
は
不
思

議
で
た
ま
ら
な
い
」
と
い
う
一
文
が
、
み
す
ゞ
の
「
不
思
議
」
と
全
く
同
じ
で
あ
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二
九

る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、「
不
思
議
」
と
思
う
こ
と
を
「
か
う
い
ふ

心
が
だ
い
じ
で
す
」
と
白
秋
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
み
す
ゞ
の
作
品
も
お

そ
ら
く
白
秋
の
童
謡
観
か
ら
み
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
推
察
さ
れ
る

点
も
興
味
深
い
。

紅
屋
小
澄
「
石
榴
」
に
も
「
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
見

ら
れ
る
。
本
作
も
、
掲
載
号
の
「
通
信
」
欄
「
募
集
の
詩
に
つ
い
て
」
で
白
秋
か

ら
、「
創
作
の
童
謡
の
中
で
は
、
紅
屋
君
の
「
石
榴
」
が
お
も
し
ろ
い
。」
と
、「
大

人
」
か
ら
の
投
稿
作
品
の
中
で
は
一
番
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。「
不
思
議
で

た
ま
ら
な
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
共
通
点
に
加
え
、「
光
つ
て
い
る
」
と
い
う

表
現
、「
石
榴
」
を
「
神
様
」
だ
と
見
る
感
性
に
も
、
み
す
ゞ
と
共
通
す
る
も
の

が
感
じ
ら
れ
る（
14
）。

み
す
ゞ
の
「
不
思
議
」
と
、平
田
松
之
助
の
「
不
思
議
」、紅
屋
小
澄
の
「
石
榴
」

に
類
似
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
も
ち
ろ
ん
平
田
の
「
不
思
議
」
や
紅
屋
の

「
石
榴
」
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
関
係
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ

よ
り
も
、
生
活
の
中
で
見
落
と
さ
れ
る
よ
う
な
些
細
な
情
景
を
、
当
時
の
投
稿
者

た
ち
が
「
不
思
議
」
と
捉
え
て
作
品
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
白
秋
の
感
性
に

合
致
し
て『
赤
い
鳥
』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
重
視
し
た
い
。
み
す
ゞ

の
「
不
思
議
」
は
、
平
田
、
紅
屋
作
品
と
共
通
し
た
感
性
の
な
せ
る
業
で
あ
り
、

こ
う
し
た
感
性
が
次
々
に
作
品
を
再
生
産
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

な
お
、
白
秋
と
み
す
ゞ
の
「
不
思
議
」
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
和
田
由

紀
子
「
金
子
み
す
ゞ
研
究
―
―
西
條
八
十
・
北
原
白
秋
か
ら
の
影
響
を
中
心
と
し

て
―
―
（
二
）」（『
帝
京
日
本
文
化
論
集
』
十
八
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

年
一
〇
月
）
に
、「
白
秋
の
『
薔
薇
二
曲
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
高
い
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
白
秋
「
薔
薇
二
曲
」（『
白
金
之
独
楽
』（『
白
金
之
独
楽
』

金
尾
文
淵
堂
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
）
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

　

  

一
／
薔
薇
ノ
木
ニ
／
薔
薇
ノ
花
サ
ク
。／
／
ナ
ニ
ゴ
ト
ノ
不
思
議
ナ
ケ
レ
ド
。

／
／
二
／
薔
薇
ノ
花
。
／
ナ
ニ
ゴ
ト
ノ
不
思
議
ナ
ケ
レ
ド
。
／
／
照
リ
極
マ

レ
バ
木
ヨ
リ
コ
ボ
ル
ル
。
／
光
リ
コ
ボ
ル
ル
。

一
般
に
自
明
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
を
「
不
思
議
」
と
表

現
す
る
発
想
と
語
句
の
共
通
点
か
ら
、白
秋
「
薔
薇
二
曲
」
が
み
す
ゞ
「
不
思
議
」

の
詩
作
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、平
田
松
之
助
の「
不

思
議
」、
紅
屋
小
澄
の
「
石
榴
」
と
の
類
似
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
影
響

関
係
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
平
田
松
之
助
「
不
思
議
」
は
、
二
ヶ
月
後
の
『
赤
い
鳥
』
通
信
欄

で
、「
平
田
さ
ん
の
「
不
思
議
」
は
大
正
九
年
十
一
月
の
或
雑
誌
に
出
て
ゐ
る
同

じ
題
の
謡
（
峠
田
注
・
う
た
）
と
殆
変
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
南
瓜
が
林
檎
に
な
つ

て
ゐ
る
だ
け
で
す
。（
中
略
）（
東
京
市
本
所
、
某
女
）」
と
指
摘
さ
れ
た
。
も
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
盗
作
の
可
能
性
が
高
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
作
品

が
白
秋
に
認
め
ら
れ
や
す
い
と
投
稿
者
中
で
理
解
さ
れ
て
お
り
、
類
似
し
た
作
品

が
再
生
産
さ
れ
て
い
た
証
拠
に
な
る
と
考
え
る
。

（
四
）『
琅
玕
集
』
に
占
め
る
白
秋
作
品
の
多
さ
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
、『
琅
玕
集
』
は
み
す
ゞ
が
気
に
入
っ
た
童
謡
・
詩
を
書
き
抜
き
、
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編
集
し
た
詩
集
で
あ
る
。
二
十
三
種
類
の
雑
誌
、
四
冊
の
書
籍
か
ら
、
一
〇
六
人

の
著
者
に
よ
る
、
全
一
九
九
編
の
童
謡
・
詩
を
集
め
て
い
る（
15
）。
大
正
十
四

（
一
九
二
五
）
年
二
月
か
ら
、
結
婚
等
に
よ
る
一
時
中
断
の
の
ち
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）
年
十
一
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

有
名
無
名
を
問
わ
ず
幅
広
い
作
家
の
作
品
を
選
ん
で
い
る
み
す
ゞ
で
あ
る
が
、

中
で
も
白
秋
作
品
数
は
二
十
九
編
で
あ
り
、こ
れ
に
次
ぐ
西
条
八
十
の
十
九
編（
訳

詩
を
含
む
）、
柳
曠
の
六
編
に
比
べ
群
を
抜
い
て
い
る
。
限
ら
れ
た
期
間
に
お
け

る
数
字
で
は
あ
る
が
、
み
す
ゞ
が
多
く
の
童
謡
、
詩
に
目
を
通
し
た
上
で
、
白
秋

の
作
品
を
好
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ち
な
み
に
、
掲
載
雑
誌
別
に
見
る
と
『
赤
い
鳥
』
は
五
十
六
編
で
、
こ
れ
に
次

ぐ
『
令
女
界
』
の
十
八
編
、『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
十
七
編
な
ど
に
比
べ
、
こ
ち
ら

も
抜
き
ん
出
た
数
で
あ
る
。
三
で
検
証
し
た
よ
う
な
、
み
す
ゞ
と
『
赤
い
鳥
』
掲

載
作
品
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
数
字
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
ま
と
め

作
品
そ
の
も
の
を
比
較
し
て
み
る
と
、
本
章
（
一
）
で
指
摘
し
た
白
秋
「
山
か

ら
来
た
馬
」
と
み
す
ゞ
「
町
の
馬
」
の
ほ
か
、白
秋
「
赤
い
鳥
小
鳥
」「
薔
薇
二
曲
」

と
み
す
ゞ
「
不
思
議
」
に
関
す
る
一
連
の
作
品
と
の
間
に
、
着
想
や
語
句
に
お
け

る
類
似
点
が
指
摘
で
き
た
。
白
秋
と
み
す
ゞ
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
和
田

論
文
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
み
す
ゞ
の
「
不
思
議
」
へ
の
感
性

を
育
ん
だ
も
の
と
し
て
特
に
注
目
し
た
い
。

ま
た
、
み
す
ゞ
が
自
ら
編
集
し
た
『
琅
玕
集
』
に
お
け
る
白
秋
作
品
の
多
さ
か

ら
、
み
す
ゞ
が
白
秋
の
作
品
に
多
く
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

み
す
ゞ
詩
作
上
の
影
響
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
論
前
半
で
は
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
作
品
を
、
後
半
で
は
詩
・
童

謡
欄
の
選
者
と
し
て
特
に
『
赤
い
鳥
』
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
白
秋
を
取
り
上
げ
、

『
赤
い
鳥
』
掲
載
作
品
及
び
白
秋
と
み
す
ゞ
と
の
関
係
性
を
考
え
て
き
た
。

本
論
三
で
は
、
こ
れ
ま
で
師
弟
関
係
が
確
認
さ
れ
て
き
た
八
十
と
み
す
ゞ
の
間

に
、
作
品
に
お
け
る
類
似
点
を
確
認
し
、
構
成
、
モ
チ
ー
フ
、
語
句
な
ど
の
点
で

共
通
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
八
十
「
蝶
々
」
と
の
類
似
性
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
詩
壇
で
活
躍
し
て
い
る
詩
人
た
ち
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
投

稿
作
品
と
の
類
似
点
も
確
認
し
た
。
み
す
ゞ
は
無
名
作
家
に
よ
る
投
稿
作
品
欄
に

も
目
を
通
し
、
詩
作
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
続
く
四
で
は
、
白

秋
の
感
性
に
合
致
し
た
作
品
が
投
稿
作
品
欄
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
白
秋
に
似

た
作
風
の
作
品
が
当
時
再
生
産
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
、
み
す
ゞ
の
「
不
思

議
」
な
ど
の
作
品
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
推
測
し
た
。

ま
た
四
で
は
、
作
品
そ
の
も
の
の
間
に
着
想
や
モ
チ
ー
フ
、
語
句
に
お
け
る
類

似
点
が
あ
り
、
み
す
ゞ
の
作
品
に
白
秋
の
作
品
か
ら
の
影
響
が
あ
る
可
能
性
を
見

い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
白
秋
「
山
か
ら
来
た
馬
」
と
の
類
似
性
で

あ
る
。『
琅
玕
集
』
に
お
け
る
白
秋
作
品
の
多
さ
か
ら
も
、
み
す
ゞ
が
多
く
の
白

秋
作
品
に
目
を
通
し
て
お
り
、
従
来
の
指
摘
通
り
、
白
秋
か
ら
の
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
本
稿
で
指
摘
し
て
き
た
み
す
ゞ
作
品
は
い
ず
れ
も
生
前
に
発
表
さ
れ
る
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こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
八
十
や
白
秋
の
影
響
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
み
す
ゞ
自
身
が
認
め
、
未
完
成
作
と
見
て
い
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、『
美
し
い
町
』
を
は
じ
め
三
冊
が
遺
稿
と
し
て
師
の
八
十
に
送
ら
れ
た
こ

と
は
、
少
な
く
と
も
八
十
に
対
し
て
は
見
せ
る
に
足
る
も
の
と
、
み
す
ゞ
本
人
が

考
え
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
よ
っ
て
、本
論
で
論
究
し
た
作
品
は
、み
す
ゞ

に
と
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
注
）

（
1
） 

矢
崎
節
夫 『
金
子
み
す
ゞ
ノ
ー
ト
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）

年
）
な
ど
。

（
2
） 

与
田
準
一
「
金
子
み
す
ゞ
全
集
の
刊
行
に
よ
せ
て
」（
矢
崎
節
夫
編
『
金
子
み
す
ゞ

全
集
』JU

LA

出
版
局
、昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
）
の
「
金
子
み
す
ゞ
と
い
う
、

な
ん
と
な
く
口
ず
さ
ん
だ
だ
け
で
ふ
し
ぎ
な
親
し
み
を
お
ぼ
え
る
ネ
ー
ム
は
、
お

な
じ
大
正
童
謡
の
洗
礼
を
う
け
た
わ
た
く
し
ど
も
の
あ
い
だ
で
、
雲
間
の
星
の
よ

う
に
光
り
な
が
ら
う
ず
も
れ
て
い
た
詩
人
の
名
ま
え
で
し
た
」
な
ど
。

（
3
） 

上
山
正
祐
は
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
金
子
家
に
生
れ
た
が
、
二
歳
に
な

る
前
、
叔
母
フ
ジ
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
、
下
関
の
上
山
家
の
養
子
と
な
る
。「
雅
輔
」

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
劇
団
若
草
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
脚
本
家
、
演
出
家
と
し
て

活
躍
し
た
。
正
祐
は
二
十
一
歳
に
な
る
ま
で
み
す
ゞ
と
姉
弟
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

ず
、
み
す
ゞ
は
童
謡
作
家
、
自
分
は
当
時
作
曲
家
志
望
の
立
場
か
ら
、
良
き
従
姉
弟
、

良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
互
い
を
高
め
合
っ
て
い
た
。
正
祐
の
日
記
か
ら
は
、
み
す
ゞ

に
ほ
の
か
な
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
） 

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
み
す
ゞ
の
作
品
は
、
全
集
に
含
ま
れ
て
い
な
い
三
編
を
含

め
て
五
一
五
編
。
含
ま
れ
て
い
な
い
三
編
は
い
ず
れ
も
童
謡
で
は
な
く
「
小
曲
集
」

な
ど
の
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
み
す
ゞ
自
身
が
童
謡
集
に
入
れ
る
の
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
5
） 

藤
本
恵
「
金
子
み
す
ゞ
と
大
正
期
児
童
文
学
―
空
い
ろ
の
花
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
―
」

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
『
國
文
』
第
八
十
九
号
、
平
成
一
〇

（
一
九
九
八
）
年
七
月
）。

（
6
） 

「
金
子
み
す
ゞ
〈
パ
ロ
デ
ィ
〉
の
力
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
第

五
十
三
巻
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
三
月
）。

（
7
） 

小
林
和
子
「
金
子
み
す
ゞ
雑
感
―
「
お
は
な
し
の
う
た
」
に
つ
い
て
―
」（『
茨
女

国
文
』
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
三
月
）。

（
8
） 

藤
田
圭
雄
『
日
本
童
謡
史
Ⅰ
』（
あ
か
ね
書
房
、
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
）

に
拠
れ
ば
、「『
赤
い
鳥
』
の
創
刊
に
よ
っ
て
、「
童
謡
」
と
い
う
言
葉
が
、
普
通
名

詞
と
し
て
は
じ
め
て
定
着
し
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
。」。

（
9
） 

前
掲
『
日
本
童
謡
史
Ⅰ
』。

（
10
） 

今
野
勉
『
金
子
み
す
ゞ
ふ
た
た
び
』（
小
学
館
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
）
に

拠
る
。

（
11
） 

『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』（
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
、Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）。

（
12
） 

み
す
ゞ
が
読
ん
だ
可
能
性
の
あ
る
本
文
と
し
て
、『
と
ん
ぼ
の
眼
玉
』（
ア
ル
ス
社
、

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
〇
月
）、『
白
秋
詩
集
第
一
巻
』（
ア
ル
ス
社
、
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
七
月
）、『
赤
い
鳥
童
謡
第
三
集
』（
赤
い
鳥
社
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）

年
九
月
）、『
白
秋
童
謡
集
第
一
巻
』（
ア
ル
ス
社
、大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
七
月
）、

『
か
ら
た
ち
の
花
』（
新
潮
社
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
六
月
）
が
あ
る
。

（
13
） 

前
掲
藤
本
恵
「
金
子
み
す
ゞ
〈
パ
ロ
デ
ィ
〉
の
力
」。

（
14
） 

み
す
ゞ
に
は
「
蜂
と
神
さ
ま
」（『
空
の
か
あ
さ
ま
』
所
収
。「
蜂
は
お
花
の
な
か
に
、

／
お
花
は
お
庭
の
な
か
に
、
／
お
庭
は
土
塀
の
な
か
に
、
／
土
塀
は
町
の
な
か
に
、

／
町
は
日
本
の
な
か
に
、／
日
本
は
世
界
の
な
か
に
、／
世
界
は
神
さ
ま
の
な
か
に
。

／
／
さ
う
し
て
、
さ
う
し
て
、
神
さ
ま
は
、
／
小
ち
や
な
蜂
の
な
か
に
。」）
や
、「
夕

顔
」（『
空
の
か
あ
さ
ま
』
所
収
。「
蝉
も
な
か
な
い
／
く
れ
が
た
に
、
／
ひ
と
つ
、

ひ
と
つ
、
／
た
だ
ひ
と
つ
、
／
／
キ
リ
リ
、
キ
リ
リ
と
／
ね
ぢ
を
と
く
、
／
／
み

ど
り
の
つ
ぼ
み
／
た
だ
ひ
と
つ
。
／
／
お
お
、
神
さ
ま
は
い
ま
／
こ
の
な
か
に
。」）



峠　

田　

彩　

香

三
二

な
ど
、
自
然
界
で
起
こ
る
ご
く
普
通
の
こ
と
を
「
神
さ
ま
」
の
仕
業
、
お
陰
で
あ

る
と
し
て
感
謝
し
、
う
た
い
上
げ
る
作
品
が
多
数
見
ら
れ
る
。

（
15
） 
金
子
み
す
ゞ
編
、
矢
崎
節
夫
監
修
『
琅
玕
集
』
上
・
下
（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、
平

成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
）。

付
記 

本
稿
は
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
修
士
論
文
（
二
〇
一
二
年
一

月
脱
稿
）
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。


